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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞
・疾患別診療計画書(1月分、4月分、7月分、10月分、1月分)未完成の方は急ぎでお願いします。
・疾患別診療計画書2024年4月分の作成を各自進めて下さい。
・5月のプログラムカレンダーの入力とテキスト作成を進めて下さい。
・新規利用開始後の評価/目標設定の仕組み、指示箋更新、下駄箱の管理等を整理していく。

・長期間欠席している利用者様に対して、状況確認を行ってください。
・青陽館便り等で大量に郵便を出す場合、以下の手順で依頼してください。

①郵便物の準備

②①の部数を確認しメモする

③郵便内容物（封筒に入れたもの）を1部準備（郵便局へ提出するため）

④①と②のメモ、③を経理へ持参

⑤経理で、①に「料金後納」のスタンプを押す（スタンプは経理にあります）

⑥経理で郵便局へ集荷依頼をする

※⑤まで郵便を出される方に行って頂き、経理では集荷依頼のみ致します。

・HPへの記事掲載依頼について

今後WIZメールにて掲載依頼する際には、TO：長津（電算化委員会）委員長CC：庄司TOLで依頼メール送信してください。

・2月26日から新たに、インシデントレポート（レベル0）を手書きにて提出となります。発生時には記載し提出お願いします。書式は事故報告のフォルダに保管しています。
＜利用者様情報＞
デイケア
・松林　照子様～病院相談員へ相談したい事があると話しており、お母様が潰瘍性大腸炎治療のため、早急に入院が必要な状態との事。お父様と不仲なこともあり、お母様入院後は自宅で生活出来ないと話す。お母様が入院した場合の生活場所についてグループホーム入居や入院対応など相談したいと希望があり、5/1（水）15：00から病院相談員と話し合う時間を設けている。また、話し合いにはお母様も同席して頂けるよう伝えている。
・苫米地　秀子様～持参した手芸を行っており、取り組んでいる時だけはいらない事を考えずに済むと話す。自宅では、義弟から生活費5万円を出すよう要求され、年金からの捻出は困難だが、断ると物を投げつけられる状態。最近では暴力が子供にも及んでおり、子供も怖がっている為可能なら家を出たいと訴える。夫様へ相談しても、仕事前に話しを聞きたくないと言われてしまい相談できず、夫様の収入からは生活費を出してくれないとの事。夫の実家のルールにもこれ以上付き合う事は出来ないと話しており、「また精神状態を崩しそうで怖い」と訴える。
・杉山　舞様～余暇時間に、屋外を常に歩いている様子あり。「足がムズムズする感じで、じっとしていられない。精神症状ですか？」と訴えあり。副作用について説明し、主治医への相談を促している。
ショートケア
・赤坂　順市様～ID：195　統合失調症　男性　60歳　主治医：柞木田Dr
　　　　　　　　来所後直ぐに眠気を訴え「今日は帰ります」と話す。日中活動による生活リズムの改善を目的とした利用である事を振り返ると、「もう少し居てみます」と話すが、数分おきに帰宅要求あり。個室を利用して休養を取りながら過ごしてみるよう伝えると過ごす事は出来ているが、個室の利用に対して「菌が入ってくる」との発言聞かれている。
・中林　かおり様～痩せた印象だが、食事は摂取出来ていると話しており「運動量は増えたせいだと思います。体重も減っているので、ちょっと摂取カロリーを上げています」と話されている。今以上に体重減少してきたらエンシュアリキッドを摂取するとの事。
デイナイトケア

・巴　勇樹様～来所時の出席簿記入の際に他患者様に対して攻撃的となりトラブルになっている。スタッフが介入し状況を確認すると、出席簿を先に書いている人がいたため順番を待っていたが別の他利用者様が横入りしてきて腹が立ったのだという(実際には、順番を待っていたが少し離れた席にて待っていたため相手は待っている人がいるとは気づかず出席簿記入を始めたようである)。「あの人は威張ってる」とばかり繰り返していたが傾聴にて落ち着きを取り戻し、横入りされたと感じた際にも攻撃的とならず伝えるよう振り返りを行っている。その後はイライラ感の持続は無く、その相手を見かけた際にも興奮することなく各プログラムに参加出来ている。
